
 

 

平成２４年度第２回ツキノワグマ保護管理検討委員会 

 

 

日 時 平成 25 年２月７日 （木) 10：00～12：00  

場 所 岩手県水産会館 大会議室 

 

 

 

次       第 

 

１ 開   会 

２ あ い さ つ 

３ 議   事 

（１）平成 24 年度ツキノワグマ保護管理施策の取組み概要について 

（２）第 3 次ツキノワグマ保護管理計画（案）について 

（３）その他 

４ 閉   会 
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ツキノワグマ保護管理検討委員会設置要綱 

（趣旨） 

第１ 本県に生息するツキノワグマ地域個体群の保護管理全般について検討し、もって人とツキノワ

グマとの共存に資するため、「ツキノワグマ保護管理検討委員会」（以下「委員会」という。）を設

置する。 

（検討事項） 

第２ 委員会は、次に掲げる事項について検討する。 

 ① 特定鳥獣保護管理計画の作成及び変更に関すること 

 ② 個体数管理に関すること 

 ③ 生息環境の整備に関すること 

 ④ 被害防除対策に関すること 

 ⑤ モニタリング調査に関すること。 

 ⑥ その他ツキノワグマの保護管理に関すること。 

（組織） 

第３ 委員会は、委員をもって構成する。 

２ 委員は、学識経験者、関係団体及び行政機関等で委員会の運営に必要と認められる者のうちから、

環境生活部長が委嘱する。 

３ 委員会に委員長を置き、委員長は委員の互選により決定する。 

４ 委員長は会務を総括し、会議の議長となる。 

５ 委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、委員のうちから予め委員長が指名する委員が、

その職務を代行する。 

６ 委員会の検討事項を専門的に審議するため、必要に応じて委員会に委員若干名をもって構成する

専門部会を置くことができる。 

（任期） 

第４ 委員の任期は委嘱の日から平成 25 年３月 31 日までとする。ただし、欠員が生じた場合におけ

る補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会議） 

第５ 委員会は、必要に応じて環境生活部長が招集する。 

２ 環境生活部長は、必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求めることができる。 

（庶務） 

第６ 委員会の庶務は、環境生活部自然保護課において処理する。 

（その他） 

第７ この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、環境生活部長が別に定める。 

  附 則 

 この要綱は、平成 15 年 12 月 24 日から施行する。 

  附 則 

 この要綱は、平成 18 年３月 16 日から施行する。 

  附 則 

 この要綱は、平成 19 年４月６日から施行する。 

  附 則 

 この要綱は、平成 20 年４月 25 日から施行する。 

  附 則 

 この要綱は、平成 24 年 4 月 1日から施行する。 


	01-次第
	出席者
	【240401改正】ツキノワグマ保護管理検討委員会要綱



